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地

昨
年
(
二
〇
〇
二
年
)
　
四
月
､
静
岡
英
和
学
院
大
学
(
男

女
共
学
)
は
県
内
十
四
番
目
の
四
年
制
大
学
と
し
て
発
足
い

た
し
ま
し
た
｡
こ
れ
は
'
今
か
ら
三
七
年
前
'
一
九
六
六
年

に
関
学
し
た
静
岡
英
和
女
学
院
短
期
大
学
の
四
学
科
(
莱

文
･
国
文
･
国
際
教
養
･
食
物
学
科
)
　
の
内
､
前
者
三
学
科

を
発
展
充
実
さ
せ
'
さ
ら
に
教
育
内
容
の
多
様
化
を
図
っ
た

教
員
補
充
を
行
い
'
人
間
社
会
学
科
(
定
員
一
三
〇
名
)
を
､

ま
た
県
下
で
は
初
の
四
年
制
福
祉
専
門
学
科
と
な
る
地
域
福

祉
学
科
(
定
員
一
二
〇
名
)
を
新
設
し
た
も
の
で
す
｡
し
た

が
っ
て
本
学
は
､
人
間
社
会
学
部
1
学
部
二
学
科
構
成
で
す
.

昨
年
五
月
l
日
現
在
の
l
年
生
在
籍
学
生
数
は
三
二
1
名

(
内
男
子
学
生
八
六
名
)
と
な
っ
て
い
ま
す
｡

前
記
の
静
岡
英
和
女
学
院
短
期
大
学
は
'
既
設
の
食
物
学

料
(
定
員
八
〇
名
)
　
に
'
前
記
既
設
三
学
科
を
改
組
転
換
し

た
'
新
た
な
現
代
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
(
定
員
1
0

0
名
)
を
加
え
'
女
子
だ
け
の
受
け
入
れ
で
す
が
'
昨
年
四

月
よ
り
静
岡
英
和
学
院
大
学
短
期
大
学
部
と
改
称
し
ま
し

た
｡
昨
年
五
月
1
日
現
在
の
l
'
二
年
生
在
籍
学
生
数
は
三

七
二
名
と
な
っ
て
い
ま
す
｡

本
学
の
設
置
主
体
で
あ
る
学
校
法
人
静
岡
英
和
女
学
院

は
'
今
か
ら
百
十
六
年
前
'
一
八
八
七
　
(
明
治
二
〇
)
年
､

カ
ナ
ダ
の
キ
リ
ス
ト
教
婦
人
宣
教
師
と
日
本
人
有
志
の
協
力

に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
た
｢
静
岡
女
学
校
｣
が
ル
ー
ツ
と
な
っ

て
い
ま
す
｡
そ
の
教
育
内
容
は
人
間
性
､
国
際
性
､
専
門
性

の
三
本
柱
と
な
っ
て
お
り
､
教
育
の
基
本
精
神
は
､
中
学
･

高
等
学
校
に
あ
っ
て
も
'
短
期
大
学
に
あ
っ
て
も
､
創
立
以

来
一
貫
し
て
聖
書
の
教
え
に
基
づ
-
､
｢
愛
と
奉
仕
｣
　
の
実

践
を
根
幹
と
L
t
人
間
性
の
陶
冶
に
努
め
て
き
ま
し
た
｡

旧
短
期
大
学
は
'
静
岡
英
和
女
学
院
創
立
八
〇
周
年
記
念

事
業
の
一
環
と
し
て
関
学
さ
れ
ま
し
た
｡
初
代
学
長
松
本
卓

夫
(
新
約
学
)
は
'
｢
建
学
の
精
神
を
語
る
｣
(
短
大
学
報
創

刊
号
所
収
)
　
で
'
以
下
の
四
項
目
を
挙
げ
て
い
ま
す
｡

①
｢
学
問
研
修
に
専
心
'
精
進
す
る
場
｣
で
あ
る
こ
と

②
｢
キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
学
園
｣
で
あ
る
こ
と

③
｢
知
識
も
信
仰
も
と
も
に
奉
仕
の
行
動
と
し
て
実
践
さ

れ
る
｣
も
の
と
な
る
こ
と
を
教
育
理
想
と
す
る
こ
と

④
｢
日
本
の
良
き
伝
統
を
活
か
し
､
日
本
の
社
会
に
奉
仕

す
る
も
の
｣
　
で
あ
る
と
共
に
'
｢
今
日
の
国
際
時
代
に

自
然
に
'
聡
明
に
'
有
効
に
処
す
る
｣
道
を
教
え
る
場

で
あ
る
こ
と

爾
来
､
旧
短
期
大
学
は
､
こ
の
建
学
精
神
の
も
と
'
学
校

の
規
模
を
拡
大
し
､
施
設
設
備
の
充
実
を
遂
げ
'
優
れ
た
教

師
陣
に
よ
る
教
育
指
導
を
L
t
各
方
面
か
ら
高
-
評
価
さ
れ

る
多
-
の
卒
業
生
を
世
に
送
り
出
し
て
き
ま
し
た
｡

し
か
し
'
静
岡
と
い
う
地
域
に
も
た
ら
さ
れ
た
､
高
等
教

育
界
を
取
り
巻
-
環
境
は
､
本
学
院
に

①
　
高
度
の
専
門
性
の
み
な
ら
ず
'
幅
広
-
深
い
教
養
に

支
え
ら
れ
､
自
ら
主
体
的
に
考
え
､
も
の
ご
と
を
柔
軟

か
つ
総
合
的
に
判
断
で
き
る
創
造
性
豊
か
な
人
材
の
養

成
､
ま
た
他
者
と
の
真
の
共
生
関
係
を
目
指
す
新
し
い

価
値
観
と
高
い
倫
理
観
に
裏
打
ち
さ
れ
た
､
創
意
工
夫

と
実
践
力
に
満
ち
た
市
民
の
育
成

②
　
静
岡
と
い
う
地
域
で
､
女
性
と
男
性
が
共
に
学
び
合

う
場
を
提
供
し
､
女
性
と
男
性
が
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分

野
に
対
等
な
立
場
で
参
画
で
き
る
真
の
共
生
社
会
建
設

へ
の
貢
献

と
い
う
二
つ
の
課
題
を
担
う
､
男
女
共
学
四
年
制
大
学
開
設

の
課
題
を
提
示
し
ま
し
た
｡

静
岡
英
和
学
院
大
学
設
置
の
た
め
の
陣
頭
指
揮
に
当
た
ら

れ
た
前
短
期
大
学
学
長
で
あ
-
､
ま
た
大
学
設
置
準
備
室
長

で
あ
っ
た
大
曽
根
良
衛
先
生
　
(
教
育
哲
学
)
　
は
､
｢
静
岡
英

和
学
院
大
学
が
目
指
す
も
の
｣
　
(
｢
M
a
p
l
e
通
信
｣
新
春
特
別

号
　
二
〇
〇
1
　
二
･
二
〇
)
と
題
し
､
新
し
-
発
足
す
る

大
学
の
存
在
理
由
が
明
確
と
な
る
教
育
理
念
を
提
示
し
ま
し

た
｡
こ
の
理
念
は
'
先
に
初
代
学
長
松
本
卓
夫
が
提
示
し
た

旧
短
期
大
学
建
学
精
神
に
通
じ
る
も
の
で
あ
-
'
さ
ら
に
､

今
日
の
競
争
的
環
境
の
中
で
'
個
性
が
輝
-
大
学
と
な
っ
て

い
-
た
め
の
本
学
の
大
学
像
を
明
確
に
し
た
も
の
と
確
信
し

て
い
ま
す
｡
大
曽
根
良
衛
先
生
は
以
下
の
四
点
を
静
岡
英
和

学
院
大
学
の
U
t
(
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
t
d
e
n
t
i
t
y
)
と
し
て
提
示
し
て

い
ま
す
o

キ
リ
ス
ト
教
精
神
に
基
づ
-
人
間
教
育

小
規
模
な
が
ら
個
性
を
も
っ
た
大
学

地
域
社
会
に
貢
献
す
る
大
学

学
問
研
究
･
教
育
の
一
体
化

こ
の
U
I
は
､
静
岡
英
和
学
院
大
学
お
よ
び
静
岡
英
和
学

院
大
学
短
期
大
学
部
の
進
む
べ
き
方
向
を
明
確
に
し
た
も
の

で
す
0
本
学
の
仝
教
職
員
お
よ
び
学
生
は
'
1
体
と
な
っ
て
そ

の
具
現
化
を
世
に
提
示
す
る
責
任
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
｡

末
筆
と
な
り
ま
し
た
が
'
本
学
発
足
に
あ
た
っ
て
は
日
本

各
地
か
ら
学
識
､
社
会
経
験
と
も
に
豊
か
な
多
数
の
教
員
を
'

ま
た
県
立
大
学
か
ら
志
田
直
正
先
生
を
副
学
長
と
し
て
お
迎

え
で
き
ま
し
た
こ
と
を
お
知
ら
せ
申
し
上
げ
ま
す
｡
ま
た
今

日
に
至
っ
て
も
な
お
､
教
育
環
境
改
善
や
学
生
の
課
外
活
動

支
援
'
奨
学
金
支
給
支
援
に
'
同
窓
会
(
桜
楓
会
)
お
よ
び

大
学
後
援
会
が
継
続
的
に
関
わ
っ
て
-
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と

を
報
告
し
､
本
紙
面
を
借
り
て
関
係
の
み
な
さ
ま
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
｡
(
み
う
ら
　
ま
さ
し
)

育


